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以前lと，著者等によってなされた CuAu 合金の長周期構造に関する研究結果に基いて， CuAu 合
金の電気抵抗及び熱起電力の温度変化(400 oK-700 0K) に就いての理論的研究を行いました。
電気抵抗及び熱起電力の値は，結晶の周期性からのずれ及びフェノレミ面での電子構造によって決ま
ります。結晶の周期性からすれば， 伝導電子を散乱させる原因となります。 CuAu 合金の場合，結
晶の周期性の乱れは，結品格子の熱振動及び銅原子の原子配列の仕方の乱れとからなります。前者に
よる伝導電子の散乱確率は，今問題にしている温度では高温近似が成立ちますので，絶対温度に比例
します。後者による散乱確率は，上記の長周期構造の研究で得られた order pararneter の値を用い
て計算しました。との原子配列の乱れによる散乱は，乙の合金の電気抵抗の温度変化の特徴を説明す
るのに最も重要であるととが分りました。




によって，乙の研究に取り入れられています。 その結果， <110> 方向のエネ Jレギーギャップによる
有効質量の変化が，乙の合金の熱起電力の温度変化の特異な振舞に重要な役割を果している事が判明
しました。又 <110> 方向のエネノレギーギャップの出現によるフェルミ面の面積が減少する効果は，








の範囲で理論的にその構造を解明したものである。 Cu Au(l:l) は， 653 0K と 683 0K の間では 653 0K
以下でもっ Cu と Au との層状構造が， 約 5 格子間隔でくい違いをもつようになる。 この構造は
anti-phase あるいは長周期構造とよばれる。 乙の構造の出現についての理論は， さきに立木氏と寺
本君との共同論文によって与えられている。その機構は，一口には，フェ lレミ面附近に長周期構造に
よって新しいエネノレギーギャップを生ずる乙とにある。
電気抵抗および熱起電力の実験データは，いずれも無秩序状態と長周期構造，長周期構造と規則合
金状態との聞の転移にさいし，有限の値の jump の存在を示している。電気抵抗は温度と共に単調に
増加する。熱起電力は，長周期構造の状態での値が絶対値として最も大きい。寺本君は，電気抵抗に
ついての標準的な理論から出発して，合金の規則度に依存する緩和時間と前記エネノレギーギャップの
存在による有効電子数の変化は別々に計算した。緩和時間には，その他に格子振動によるものを考え
る。無秩序状態における電気抵抗の実験データを用いて，理論にあらわれるこつのパラメーターを決
定した後，長周期構造および規則合金状態での電気抵抗の値を計算するが実験データとの一致は非常
に良い。熱起電力についても同様な計算を行ない，実験値を半定量的に説明する結果をえた。電気抵
抗の相転移による jump には，規則度の変化によって緩和時間が変ること以外に，有効電子数の変化
がとくに長周期構造と無秩序状態との聞の転移の場合に重要である。熱起電力には，有効電子数及び
そのエネルギーについての微分係数がその温度変化を主に決定する。
寺本君の理論は，実験データをほとんど定量的に説明するものであって，さきに提出した長周期構
造の出現に関する理論が現象の本質を正しくとらえたものであることを示している。またフェノレミ面
の変化が電気抵抗および熱起電力に端的に反映されることを定量的に示した点も高く評価される。綜
合して，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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